
①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 社会体育の充実

基本事業名 スポーツ・レクリエーションの充実

事業名 全国離島交流中学生野球大会参画事業 総事業費 0 千円

事業の意図 郷土に誇りを持つことができる。

事業の実績

と

成果

取組内容 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年度の大会は中止となった。

成　果 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年度の大会は中止となった。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

これまで種子島１市２町それぞれの中学校でチーム編成し出場しているが、今後は合同チームでの参加について

検討していく必要がある。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

・当事業の目的は、離島という地理的条件の中、交流機会の少ない全国の中学生が野球を通じて一堂に会するこ

とで、新たな人間形成や健全な青少年の育成を促進することにある。人間性や社会性を豊かなものにしていくた

めには、体験型活動は非常に有意義であると考える。

・今後の課題は、当事業をこのままの形でいつまで続けていくのか、ほかの部活との兼ね合いはどうか、出場す

る場合でも、種子島1チーム選抜代表として出場することはどうかなど、総合的に検討する必要がある。

2021年度方向性
・新たな人間形成や健全な青少年の育成を促進する。

・チームの編成や出場の在り方など検討する。

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 社会体育の充実

基本事業名 スポーツ・レクリエーションの振興

事業名 スポーツ交流合宿誘致事業 総事業費 50 千円

事業の意図
島外の中学生・高校生・大学生・実業団チームとの交流をすることで、スポーツの技術力向上を図るこ

とができる。

事業の実績

と

成果

取組内容
県内の女子バレーボールの強豪高校をメインターゲットとして、誘致活動を行う予定であったが、新型コロ

ナウイルス感染症拡大の影響により誘致活動、合宿等が中止となった。

成　果 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により誘致活動、合宿等が中止となった。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
種子島までの交通費及び競技場と宿泊先間の交通手段の確保又は助成をする必要がある。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

・令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、合宿誘致実績はゼロであった。以前から懸案事項であった

移動手段については、交通費として1人1,000円を助成するための要綱改正を行ったので、今後のその状況を把握し

ていきたい。

・スポーツ合宿誘致については、スポーツの技術力・競技力の向上、さらには経済波及効果への期待感から多くの

自治体が取り組んでいる。それだけに誘致合宿団体を増やすためには、本市にしかない魅力発信が求められれる。

今後の課題としては、HP等を活用した魅力発信と積極的な誘致活動を行いながら、「西之表市で合宿がしたい、合

宿に来てよかった」と思えるような付加価値のある合宿体系（費用、環境、サービス、食事、気候など）を構築で

きればと考えている。ただ現状としてコロナ渦の中、宿泊施設であるあっぽ～らんどふれあい館が、新型コロナ感

染者が発生した場合の一時的避難場所として位置付けられていることもあり引き続き、関係課と協議を重ねていき

たい。

2021年度方向性
・交通費の一部助成を実施する。

・積極的な合宿誘致活動を行う。

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

長期振興計画

の位置づけ

施策名 社会体育の充実

基本事業名 スポーツ・レクリエーションの振興

事業名 市民体育祭開催事業 総事業費 0 千円

事業の意図 心身ともに健康でゆとりある生活を送ることができる。

事業の実績

と

成果

取組内容 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

成　果 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
少子高齢化により参加できない校区が出てきているため、プログラムの見直し等を行う必要がある。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

・令和2年度は、市主催の市民体育祭や駅伝競走大会などを含め多くのスポーツ行事が残念ながら開催できなかっ

た。近年、少子高齢化により行事への参加要請、特に小規模地域からの選手役員選出など難しいとの声があり、

その都度各大会の開催については柔軟に対応している。

・市民総参加の祭りとして、地域の実情に即したプログラムや実施要綱など柔軟に対応していきたい。

2021年度方向性 ・小規模校区が参加しやすいよう、競技内容の見直しを行う。

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明


